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１．気象庁震度階の変遷 

表－1.1 気象庁震度階変遷表（１） 明治 17 年～昭和 24 年まで 

震
度
階 

明治 17 年 

1884 年 

地震報告 

心得 

明治 31 年 

1898 年 

明治 41 年 

1908 年 

中央気象台 

年報 

昭和 11 年 

1936 年 

地震観測法 

昭和 24 年 

1949 年 

地震津波 

業務規則 

(参考事項) 

昭和 53 年 

地震観測指針 

(観測編) 

備考 

０ 

 ０.微震（感覚

ナシ） 

０  無 感 覚 地

震： 

無感： 0 無感： 

人体に感じない

で地震計に記録

される程度。 

吊り下げ物のわ

ずかにゆれるの

が 目 視 さ れ た

り、カタカタと音

がきこえても、体

にゆれを感じな

ければ無感であ

る。 

 

１ 

微 ： 

僅ニ地震ア

ルヲ覚ヘシ

者 

１．微震 

 

 

一 微震： 

静止セル人若

シ ク ハ 地 震 ニ

注意深キ人ノ

感シタル極メテ

軽微ナル地震

ナリ 

Ⅰ 微震： 

静 止 し て ゐ る

人や特に地震

に注意深い人

に の み 感じ た

程度の地震 

Ⅰ 微震： 

静止している人

や、特に地震に

注意深い人だけ

に感ずる程度の

地震。 

静かにしている

場合にゆれをわ

ずかに感じ、そ

の時間も長くな

い。立っていて

は感じない場合

が多い。 

 

２ 

弱 ： 

震動ヲ覚ユ

ルモ戸外ニ

避ルニ足ラ

ザル者 

２．弱震（震

度弱キ方） 

 

 

 

ニ 弱震（震度

弱キ方）： 

一般人ニ感セ

シ 程 度 ノ 地 震

ニ シ テ 僅 カ ニ

戸 障 子 ノ 動 ク

音ヲ聞ク程度ノ

モノナリ 

Ⅱ 軽震： 

一般の人に感

ずる程度のも

ので戸障子の

僅 か に 動 く 位

の地震 

Ⅱ 軽震： 

大勢の人に感ず

る 程 度 の も の

で、戸障子がわ

ずかに動くのが

わかるぐらいの

地震。 

吊り下げ物の動

く の が わ か り 、

立っていてもゆ

れをわずかに感

じるが、動いて

いる場合にはほ

とんど感じない。

眠っていても目

を さ ま す こ と が

ある。 

 

３  

３．弱震 三 弱震： 

家屋動揺戸障

子鳴リ振子時

計止リ垂下物

動揺、液体ノ動

揺等ヲ目撃セ

シ程度ノモノナ

リ 

Ⅲ 弱震： 

家屋が動き戸

障子が鳴動し

電燈の様な吊

下物や器内の

水 面 の 動 く の

が判る程度の

地震 

Ⅲ 弱震： 

家屋が揺れ、戸

障子がガタガタ

と鳴動し、電灯

のようなつり下

げ 物 は 相 当 揺

れ、器内の水面

の動くのがわか

る程度の地震。 

ちょっと驚くほど

に感じ、眠っ て

いる人も目をさ

ますが、戸外に

飛び出すまでも

ないし、恐怖感

はない。戸外に

いる人もかなり

の 人 に 感 じ る

が、歩いている

場合感じない人

もいる。 

 

４ 

強 ： 

往々物品ノ

倒伏液体ノ

溢出等アリ

人々戸外ニ

走リ避ル者 

４．強震（震

度弱キ方） 

 

 

四 強震（震度

弱キ方）： 

家屋烈シク動

揺 シ 座 リ 悪 キ

器物ノ倒伏液

体 ノ 溢 出 等 ヲ

目撃シタルモノ

或ハ之レニ相

当スルモノナリ

IV 中震： 

家屋の動揺が

烈しく座りの悪

い器物は倒れ

器内の水は溢

れ出る程度の

地震 

Ⅳ 中震： 

家 屋 の 動 揺 が

激しく、座りの悪

い花瓶などは倒

れ、器内の水は

あふれ出る。ま

た、歩いている

人 に も 感 じ ら

れ、多くの人々

は戸外に飛び出

す程度の地震。

眠っている人は

飛び起き、恐怖

感を覚える。電

柱・立木などの

ゆれるのがわか

る。一般の家屋

の瓦がずれるの

があっても、まだ

被害らしいもの

はでない。軽い

目 ま い を 覚 え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


